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研究成果の概要（和文）：Conditioned Pain Modulation（CPM）、Thermal Pain Illusion（TPI）および患者背
景等を含めた収集データの多変量解析結果から、遷延性術後痛発症スクリーニング検査法の開発を行うことを目
的として、周術期にCPM、TPI、患者背景（年齢、性別、Pain Catastrophizing Scale：PCS等）、術後急性痛発
症の有無およびその主観的痛み強度（visual analogue scale: VAS）と罹患期間、術後急性痛発症時の鎮痛剤使
用量について情報収集した。
多変量解析の結果、術前のCPMとPCSが術後痛を予測することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Aim: To investigate the relationship between pre-operative conditioned pain 
modulation (CPM) and pain catastrophizing scale (PCS) and acute post-operative pain (POP) severity 
after orthognathic surgery by assessing pre-operative CPM and PCS. Methods: The pressure pain 
threshold and tonic painful cold-heat pulse stimulation were used as the test and conditioning 
stimuli, respectively. The pain area under the post-operative VAS area under the curve (VASAUC) was 
estimated. The associations between CPM, PCS, and VASAUC were also analyzed. Results: For patients 
with negative CPM effects, multiple regression analysis revealed a prediction formula of log(VASAUC)
 = (－0.02 × CPM effect) + (0.13 × PCS-Magnification) + 5.10 (adjusted R2 = 0.4578, p=0.00002, CPM
 effect; p=0.002, PCS-Magnification; p=0.0004), indicating that a weaker CPM and higher PCS scores 
were associated with more acute POP after surgery. Conclusion: CPM and PCS can predict acute POP 
following orthognathic surgery.

研究分野：歯科麻酔学分野

キーワード： 遷延性術後痛

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
術前に評価した、内因性疼痛調節機構を反映すると考えられるConditioned Pain Modulation（CPM）と痛みの破
局的思考Pain Catastrophizing Scale（PCS）が、術後痛を予測することが示唆された。術後急性痛は遷延性術
後痛発症のリスクファクターであることが報告されており、本研究成果から術後急性痛発症のリスクが高い患者
を同定することは、遷延性術後痛発症のスクリーニングにつながり、遷延性術後痛発症予防、ひいては治療に難
渋する慢性疼痛発症予防に繋がると考えられる。結果として、国民のQOL上昇、医療費抑制等、大きな医療的、
社会的及び経済的波及効果が見込まれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
（１） 遷延性術後痛は慢性疼痛発症の一因だが、その発症メカニズムは明らかでない。ヒトに
元来備わっている内因性疼痛修飾機構のひとつに「痛みが痛みを抑える現象」、すなわち
Conditioned Pain Modulation（CPM）がある。一方われわれは、健康成人を対象とした
研究から冷温交互パルス刺激により錯感覚が生じること (Thermal Pain Illusion：TPI)、
CPM効果の大きさと TPIの有無には個人差があることを見出した。したがって CPMと
TPIは各個人における痛みに対する応答を表現できる蓋然性が高い。 

（２） そこで本研究では、口腔外科領域の予定手術患者を対象に術前に CPM と TPI を測定す
る。CPM、TPIおよび患者背景等を含めた収集データの多変量解析結果から遷延性術後
痛発症危険因子を解明し、CPM、TPIをもちいた遷延性術後痛発症スクリーニング検査
法の開発を本研究目的とする。研究成果は遷延性術後痛発症予防ひいては治療に難渋す
る慢性疼痛発症予防に繋がり、国民の QOL上昇、医療費抑制等、大きな医療的、社会的
及び経済的波及効果が見込まれると考えた。 

 
２． 研究の目的 
（１） 本研究目的は、遷延性術後痛発症スクリーニング検査法の開発である。 
（２） 口腔外科領域の予定手術患者を対象に術前に CPM、TPI、患者背景（PCS 等）を測定
し、術後痛との関連を検討する。 

 
３． 研究の方法 
（１） 口腔外科領域の手術患者を対象としてベッドサイドで簡便に施行可能で非侵襲的であ
り、かつ内因性の疼痛修飾を反映すると考えられる CPMと TPIを測定した。 

（２） CPM評価のためのテスト刺激として、利き手前腕 （橈側手根屈筋）に一定の圧力で加
圧可能な自作圧痛覚測定システム（プローブ面積：1cm2，圧力 3 N/s (= 30kPa/s )）
（AIKOHエンジニアリング，日本）を用いて圧刺激（30 kPa/s）を与え、条件刺激前、 
条件刺激中、条件刺激終了 10分後の 3回、圧痛覚閾値（pressure pain threshold: PPT）
を測定した。CPM誘発のための条件刺激は、Peltier素子を電気的に制御する特注型冷
温刺激装置（VICS、東京、日本）を用いて、各個人における主観的痛み（visual analogue 
scale: VAS）が 70/100mmとなる強度で利き手反対側前腕に冷温刺激を与えた。条件刺
激中と条件刺激前の PPTの比から CPM効果を算出した。 

（３） TPIは、特注型冷温刺激装置を用いて、各被験者において VAS=70/100mmとなる冷刺
激温度および温刺激温度の繰り返し刺激に対する錯感覚の有無を評価した。 

（４） さらに、患者背景（年齢、性別、性周期、慢性疼痛の有無およびその VAS値と鎮痛剤使
用量、疼痛罹患歴、抑うつ傾向、Pain Catastrophizing Scale(PCS)等）、術後急性痛発
症の有無およびその主観的痛み強度（visual analogue scale: VAS）と罹患期間、術後急
性痛発症時の鎮痛剤使用量について情報収集した。 

 
４． 研究成果 
（１） 顎変形症患者 43名を対象に解析を行った。 
（２） 各個人における CPM効果を以下の図に示す。CPM効果の中央値は-13.1%[-23.3 to -5.5]
（中央値[四分位範囲]）であった。 

 



（３） TPIは認める者と認めない者がいた。 
（４） PCSの点数は、合計 21.0 [15.5 to 31.5]、反芻 12.0 [10.0 to 16.0]、無力感 6.0 [2.5 to 

10.0]、拡大視 4.0 [1.0 to 6.0] （中央値[四分位範囲]）であった。 
（５） CPMを認めた患者 36名を対象に行った多変量解析の結果は、以下の tableに示すとお
りであった。 

 
（６） 多変量解析の結果、以下の予測式が得られた；log(VASAUC)=(-0.02xCPM effect) + (0.13 

x PCS拡大視) + 5.10 (adjusted R2 = 0.4578, P = 0.00002, CPM effect; P = 0.002, PCS
拡大視; P = 0.0004)。すなわち、術前の CPMが小さく PCSが大きいほど口腔外科領域
の術後急性痛が大きくなり、CPMと PCSは口腔外科領域の術後急性痛を予測できるこ
とが示唆された。 
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